
小児科 研修登録医プログラム２ 
 

プログラム名：小児循環器疾患の診断と治療 

 

目  標： 

１）小児循環器疾患の診断および治療方針決定に必要な理学所見を修得する 

２）小児循環器疾患、川崎病に関する最新の知見を修得する 

３）小児循環器疾患に対する検査・治療方針を立て、説明することができる 

４）小児循環器専門医の指導のもと、心臓超音波検査、心臓カテーテル検査、ホルター心電図、負荷心

電図検査、心臓造影CT検査、心臓MRI検査、心筋シンチグラフィーなどの諸検査を実施でき、結果の解

釈ができる 

５）小児循環器疾患に対する医療費公費負担制度について理解し、説明ができる 

6) 小児期心疾患を有して成人となった患者の特徴と診療の実際を経験する。 

 

方  略： 

１）期間・研修開始時期：３ヶ月（９日間）・任意に設定できる 

２）指 導 医：濱田洋通（教授、小児科／小児科専門医、小児循環器専門医） 

       奥主健太郎（助教、小児科/小児科専門医） 

３）募集定員：同一時期に１－２名 

４）研修内容： 

① 小児科病棟・外来にて循環器疾患患児の診断、治療方針の決定に参加する 

② 小児科病棟・外来にて心臓超音波検査、心臓カテーテル検査、ホルター心電図、負荷心電図検

査、心臓造影CT検査、心臓MRI検査、心筋シンチグラフィーなどの諸検査、治療に参加する 

③ 小児循環器疾患に関する最新の情報を文献検索して報告する  

④ 小児循環器疾患患者のケースレポートを書く 

⑤ 研修終了に際して指導医との討議の場を設け、質疑応答を行い、指導医からフィードバックを

うける 



５）スケジュール 

No 日 時 研 修 項 目 指 導 医 場     所 

１ 月 
オリエンテーション、施設見学、 

スタッフ紹介、症例検討会参加など 

濱田洋通 

奥主健太郎 

カンファレンスルーム、 

病棟 

２ 月～金 

診察、諸検査、フィードバック、小児心臓カ

テーテル検査に関する基本事項（特徴、必要

性、手技）の講義 

濱田洋通 

奥主健太郎 
病棟 

３ 月 
心臓カテーテル検査、 

症例検討会参加 

濱田洋通 

奥主健太郎 

レントゲン室、カンファレ

ンスルーム 

４ 月～金 
診察、諸検査、フィードバック、川崎病の成

因、治療に関する最新の研究に関する講義 

濱田洋通 

奥主健太郎 
病棟 

５ 月 
心臓カテーテル検査、 

症例検討会参加 

濱田洋通 

奥主健太郎 

レントゲン室、カンファレ

ンスルーム 

６ 月～金 

診察、諸検査、フィードバック、小児正常心

構造における心エコーの基本事項に関する講

義 

濱田洋通 

奥主健太郎 
病棟 

７ 月 
心臓カテーテル検査、 

症例検討会参加 

濱田洋通 

奥主健太郎 
カンファレンスルーム 

８ 月～金 

診察、諸検査、フィードバック、小児先天性

心疾患における基本的な血行動態と治療、心

エコー診断に関する講義 

濱田洋通 

奥主健太郎 
病棟 

９ 金 口答試験、修了認定 
濱田洋通 

奥主健太郎 
カンファレンスルーム 

 

評  価： 

１）ＭＣＱ（プレ・ポストテスト形式） 

２）ポートフォリオ（講義ノート、検索文献、文献報告、ケースレポートなど研修全記録をもとに指導

医による口頭試問） 

３）実地試験（病棟・外来での小児循環器患者の診療を指導医が評価） 

 

修了認定： 

評価基準を満たしたものにコース修了証書を授与する 

 


